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研究成果の概要（和文）：(1)西欧・日本の道徳教育観と教育、道徳、宗教、自然をめぐる学問的観点との関係
を明らかにした。(2)近代から現代にかけての日本が、西欧の道徳教育観の受容により、日本人の精神形成の基
盤を構築した過程について検証した。(3)西欧・日本の道徳教育観の今日的意義、及び現代教育学に対するイン
パクトを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：(1) This research clarified the relationship between the views of moral 
education in West-Europe and Japan, and the academic aspects of education, morality, religion and 
nature. (2) This research also verified the process, in which the modern and contemporary Japan, by 
accepting the views of moral education in West-Europe, founded the spiritual formation of the 
Japanese. (3) This research finally elucidated the present meaning of the views of moral education 
in West-Europe and Japan, and their impact for the contemporary pedagogy.

研究分野：教育哲学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は今日の道徳教育観の源流、すなわち、近代西欧・日本の教育思想、道徳思想、宗教思想、自然思想に遡
及し、そこから、道徳教育の本質を学問的に探査することで、今日の道徳教育観の有力な指標を提示した。その
成果については、学術誌『プロテウス―自然と形成―』及び『日本仏教教育学研究』での論文発表、「日本ヘル
ダー学会」でのシンポジウム発表、科研費研究成果報告書での論文発表等の形式において公表した。本研究の成
果を広く社会に還元したことで、それは一定の学術的意義、社会的意義を具えることができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
本研究に携わった者たち（教育学、ドイツ文学、園芸学）は、1988 年に「仙台ゲーテ自然学研
究会」を創設し、予てより、ゲーテ自然学に関連した諸文献の研究、国内外の研究者を招いての
講演会開催、学術誌『プロテウス―自然と形成―』の刊行（1993 年に創刊し、2024 年現在、23
号まで刊行）、論文集『多元的文化の論理―新たな文化学の創生へ向けて―』（東北大学出版会、
2005 年）、『教育的思考の歩み』（ナカニシヤ出版、2015 年）の出版、カールスルーエ教育大学（ド
イツ）との学術交流、ゲマインシャフツシューレ（ドイツ）等への訪問、科学研究費補助金での
共同研究（「自然と教育―ゲーテ自然学の周辺と人間形成観の現在―」〈2009―2011 年度〉、「１
８世紀啓蒙主義の自然観と現代の教育哲学」〈2013―2016 年度〉、「宗教と教育―啓蒙時代の宗教
観および自然観を起点に―」〈2017－2019 年度〉）の実施、日本ヘルダー学会におけるシンポジ
ウムの企画・開催など、種々の研究活動を行って多大な成果を上げ、専門分野の枠を超えた研究
実績を着実に積み重ねていた。 
その背景には、本研究の協力者たる森淑仁・東北大学名誉教授の一連の翻訳活動、すなわち『カ
ッシーラー：ゲーテ論集』、『象徴形式の形而上学――エルンスト・カッシーラー遺稿集』、『ゲー
テ＝シラー往復書簡集』、カッシーラー『ゲーテとドイツ精神史――講義・講演集より』等の上
梓による触発があった。 
われわれはこのように、共通の課題意識（「自然と形成」）のもと、長きにわたって学際的な共
同研究を続けていたわけであるが、2017 年、本研究の代表者・分担者らに『考える道徳教育 
――「道徳科」の授業づくり』（福村出版、2018 年）なるテキスト作成の機会が与えられ、研究
代表者たる笹田博通（編著者）、研究分担者たる相澤伸幸（同）、小池孝範（分担執筆者）及び寺
川直樹（同）が幾度も編集会議を開催し、テキストの執筆内容に関する討議を重ねていった。そ
のさい、学習指導要領改訂や「道徳の教科化」など、道徳教育に関する戦後の制度的、カリキュ
ラム的改革のみならず、道徳教育の内容自体も抜本的に探査されるべきところ、その作業は、こ
れまでの教育学研究において十分に行われておらず、そこには更なる議論の余地がある、という
点をあらためて確認することができた。 
2019 年、それまでの科研費研究の成果を点検・反省するといった自己評価を行ったさいも、
われわれは、昨今の重要案件たるグローバル化、価値観の多様化、環境問題及び SDGs 
(Sustainable Development Goals) への道徳教育の関わりが看過されえず、そのあり方をめぐ
る探究が不可欠であるという点を認識し、こうした課題と重ね合せることで、今回の科研費研究
の課題（＝「近代西欧の教育思想と現代日本の道徳教育―道徳教育の学的基礎づけへ向けて―」）
が設定されるに至った次第である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近代から現代にかけての西欧と日本の道徳教育観を教育観、道徳観、宗教観
及び自然観との関わりから多角的・重層的に探究すること、さらに、近代日本が西欧の道徳思想
を学問としていかに受容したかを考察することで、道徳教育観の今日的意義、現代教育学に対す
るインパクトを解明することにあった。こうした目的を実現するために本研究の基軸としたの
が、近代西欧の教育思想、とりわけ啓蒙時代（18 世紀）の教育思想であり、教育（人間形成）、
道徳 、宗教及び自然に関する啓蒙時代の思索を共通の基盤に、まずは、近代日本の学問（教育
学、哲学、宗教学、自然科学など）における道徳思想、宗教思想、自然思想受容の系譜を明らか
にしていった。つまり、本研究では近代西欧の教育思想を一つの基点としたうえで、西欧の道徳
教育観と日本のそれとの関係を原理的に検討し、そこから、今日の社会が取り組むべき課題を通
時的視点で析出することによって、現代教育学の新たな局面と役割を具体的に提示することが
目指された。 
 
３．研究の方法 
（1）西欧・日本の道徳教育観とそれに関わる文献（教育学・教育思想、教育〈思想〉史、道徳
教育思想、宗教学、近代精神史、近現代哲学）の調査・読解 

（2）海外（スイス）での実地調査 
（3）定期的に開催される研究会（オンライン）での討議 
 
４．研究成果 
上記研究目的との関連で本研究は三つの課題を設定した。すなわち、①西欧・日本の道徳教育
観とそれに繋がる学的諸観点（教育、道徳、宗教、自然など）との関係の考察、②近・現代の日
本における西欧の道徳教育観の受容過程に関する探査、そして、③道徳教育観（西欧、日本）の
今日的意義と現代教育学へのインパクトをめぐる検討である。 
課題①に関しては、研究分担者・佐藤安功（教育学）、同・寺川直樹（教育学）が、ルソー並
びに現代哲学（佐藤）、ヘルダー（寺川）を中心に、西欧の道徳教育観とそれの学的諸観点との
関係を考察した。また、日本の道徳教育観とそれの学的諸観点との関係については、研究代表者・



笹田博通（教育学）が、今北洪川、釈宗演、鈴木大拙らの近代仏教思想、さらに、大西祝、綱島
梁川、西田幾多郎らの近代哲学思想をもとに検討した。 
課題②に関しては、研究分担者・相澤伸幸（教育学）、同・小池孝範（教育学）が、近代日本
における西欧の道徳教育観の受容過程を、ひいては、この受容に伴う精神形成の基盤構築の過程
を、「スペンサーの思想と明治日本のアカデミズム」（相澤）、さらに、「明治初期における西洋道
徳観の受容と展開」（小池）という視点から検証した。 
課題③に関しては、課題①及び課題②の研究をふまえながら、研究代表者、研究分担者（４名）
及び研究協力者（３名）によるオンライン形式の研究会（計 11 回）で討議し、今日の教育学研
究における新たな問題意識を明らかにしようとした。（なお、研究会で各課題に関する討議を行
ったさい、研究協力者・森淑仁〈ドイツ文学〉が、近代西欧・日本の哲学のゲーテ理解に関する
専門的知識を、同・松山雄三〈ドイツ文学〉が、18 世紀啓蒙時代の道徳観・宗教観等に関する専
門的知識を、同・金浜耕基〈園芸学〉が、近代西欧・日本の園芸学の成立過程に関する専門的知
識を提供した。） 
 各課題に関する研究成果については、『プロテウス－自然と形成－』（仙台ゲーテ自然学研究会
機関誌）及び『日本仏教教育学研究』 （日本仏教教育学会機関誌）での論文発表、「日本ヘルダ
ー学会」でのシンポジウム（「近代西欧の道徳・人間形成観の展開と明治日本での受容」）発表、
科研費研究成果報告書（『近代西欧の教育思想と現代日本の道徳教育―道徳教育の学的基礎づけ
へ向けて―』）での論文発表等の形式において公表した。 
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